
光市記者発表資料

平成27年5月25日

|件名|

「もの忘れ相談」の実施について

|内容|

1. 目的

高齢化の進展により、認知症の著しい増加が予測される中、認知症高齢者を早期
に発見し、支援を行うための「もの忘れ相談日」を設定し、認知症高齢者や初期
認知症が疑われる人やその家族に対し、健康へのアドバイス、受診勧奨、介護
サービス等の利用支援、日常生活支援など、継続的・総合的な支援を行う。

2.開設日

6月からの毎週水曜日(祝祭日は除く)

予約制(相談時間 1時間"-'1時間30分)

3.場所

光市光井二丁目 2番 1号

光市総合福祉センター あいばーく光

4.対象者

もの忘れや認知症について気になる高齢者およびその家族

5.相談員

認知症地域支援推進員、保健師、相談内容に応じ社会福祉士、介護支援専門員など

6.その他

「タッチパネル(もの忘れ相談プログラム)Jにより、もの忘れの有無のチェック

ができます。

相談は無料です。

7. 申し込み・問合せ

地域包括支援センター(あいぱーく光)

電話 0833-74-3002 

|問合せ|

参考
認知症地域支援推進員とは認知症への専門的な視点を持ち、認知症に不安を持っている人
及び認知症の人やその家族の相談に当たる等、認知症に関する事柄について総合的・継続
的に支援を行う者のことです。

担当課 光市福祉保健部高齢者支援課

担当者 瀬上洋子 電話(直通) 0833-74-3002 
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「毛(;)忘れ」大丈夫ですか?をぬ

「毛0)忘れJや「意欲が砂〈捗ったJ~媛長支杢帯電占有跡、

塁姐援<1é~"o
※柑鵠肉審等抱I編ねるごとI;I:~101彦世九。

人生 80年時代が実現して、高齢者の割合が増えるに従い、認知症は誰にも起こる病気と考えら

れるようになりました。現在、 65歳以上の高齢者の約4人に 1人が認知症の人文はその予備軍と

いわれています。早めの対応により発症や悪化予防を図りましょう。

ぜひ、

|毎週水曜日I(水曜日:が祝日の場合はお休みです)

※ 予約が必要です。

光市地域包括支援センター(あいばーく光内)

「もの忘れJi意欲低下Ji認知症」が気になる人およびその

家族等

認知症地域支援推進員、保健師などの専門職

無料

もの忘れについて「タッチパネル(もの忘れ相談プログラ

ム)Jでのチェックができます。

く〉相談日

く〉実施場所

く〉対象者

く〉相談者

く〉相談料

く〉その他

【問い合わせ・申し込み】

光市地域包括支援センタ一

光市光井二丁目 2-1 (光市総合福祉センターあいぱーく光内)

電話 0833-74-3002 

0833-74-3071 FAX 

|地域包括支援センターと削

高齢者の皆さんが住み慣れたまちで安心して

くらしていけるようにサポートする市の相談

窓口です。介護・福祉・保健・医療など、さま

ざまな面から高齢者やその家族を支えます。

|認知症地域支援推進員とは|

認知症地域支援推進員とは、認知症への専門的

な視点を持ち、認知症に不安を持っている人、認

知症の人やその家族を支援するとともに、認知症

に関する事柄について総合的・継続的に支援を行

う者のことです。


